
ご利用いただいている研修の目的・狙いをお聞
かせください

 これまで弊社の取組みとして、障害発⽣時の原因分

析とプロジェクトの振り返りを実施していました。し

かし、原因分析の点で本質までたどり着けていなかっ

たり、対策検討の点でその事象に限定した再発防⽌策

を超え、未然防⽌策にたどり着けていなかったりして

いました。なぜなぜ分析など様々なやり⽅を試してき

ましたが、これといった改善効果が得られませんでし

た。そんな時、濱⼝先⽣の失敗学を知り、そのフレー

ムワークを活⽤できるのではという想いで、今回の研

修の取組みにいたっています。

 今回からの取組みである不具合事象分析発表会で

は、参加者が失敗の原因分析から再発防⽌策、さらに

は未然防⽌策の検討まで⼀貫して⽭盾なく実施するこ

とを⽬的としています。失敗の原因分析に時間をかけ

たとしても、失敗時に正しいと思った理由やワナに気

づかなければ、そのあとで検討した再発防⽌策や未然

防⽌策は役に⽴たないかもしれません。

参加者が失敗学のフレームワークを使⽤した分析・検

討の訓練を積み重ねる場を設けることにより、役に⽴

つ再発防⽌策や未然防⽌策にすることができるように

なります。

講師派遣型セミナーの良さをお聞かせください

 不具合事象分析発表会を講師派遣型セミナーの形式

で実施することにより、講師との対話を通じて、その

場で分析結果や再発防⽌策・未然防⽌策を⾒直すこと

ができます。第三者である講師が発表会に参加するこ

とにより、参加者が気づかなかったことを発⾒できる

こともあります。

今後、御社での品質向上活動、人材育成につい
ての課題をお聞かせください。

 弊社では、部⾨ごとに失敗学のフレームワークを理

解し推進・指導できるリーダーを育成するため、不具

合事象分析発表会を四半期ごとに開催しています。現

在のところ、特定の部⾨に限定された活動になってい

ますが、今後は、弊社内に広く展開した活動にするこ

とが課題であると考えています。

 また、失敗学のみならず創造学の考え⽅もあわせて

浸透させることも検討しながら、社員各⼈が失敗学の

分析⼒を⾝に着け、未然防⽌策を講じることができ、

品質向上につながるようにしていきたいと思っていま

す。

現在、取り組んでいる品質管理（活動の特色）
の仕組みや活動はどんなものですか。

 弊社では品質⽅針として「品質こそがお客様に提供

できる最⼤の価値である」ことを掲げています。

 その確保・維持・向上のために、QMS（品質マネジ

メントシステム）とITSMS（ITサービスマネジメント

システム）を構築・運⽤しています。

 失敗学のフレームワークは、QMSとITSMSの問題管

理、是正処置、完了報告などの原因分析や再発防⽌

策・未然防⽌策の検討において活⽤できると考えてい

ます。
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【本社所在地】
東京都渋⾕区神宮前2-34-17 住友不動産原宿ビル

【主な事業】

・ITサービス・セグメント

  医療機関や介護事業向けのパッケージ販売や、情報システムを受託開 発・運⽤するシステムイ  

  ンテグレーション、クラウドサービス等の販売・運⽤

・ネットビジネス・セグメント

  国内最⼤級の電⼦コミック配信サービス「めちゃコミック」をはじめとした、デジタルコンテン 

  ツの配信サービス


